
劣化した屋外設置物塗装の

劣化塗装ツヤ復活コート剤 270ml
施工手順書（簡易下地処理施工）

劣化した屋外設置物塗装の

ツヤ・色 復活コーティング剤



①はじめに
 コート剤本来の性能を、発揮・保持する為に

この施工手順書の“施工手順”注意事項”等を

じゅうぶん御確認頂いた上で、

正しく施工お願致します

②事前準備物【オレンジブック等で事前購入して下さい】

・保護マスク・手袋・メガネ。ウエス。脚立。

水ｱｶｽﾄﾛﾝｸﾞｸﾘｱ（品番：00495）・ｼﾘｺﾝｵﾌｽﾌﾟﾚｰ（品番：09170）・

油注し・クロス・等

・液剤セット（弊社からのお手配となります）

（A/B液、専用スポンジ・専用ハンドル・専用ローラー）



③施工手順（全体の流れ・施工環境条件）

 施工の流れ

水拭き
④－１

水アカ

ストロング
クリア

品番：00495
④－２

シリコンオフ
スプレー

品番：09170
で脱脂
④－２

コート
剤施工
④－３

乾燥

 施工環境条件

ある程度ホコリが舞わない環境

雨・霜・雪・夜露がかからない環境

施工不可気温→外気温 １０℃以下、３０℃以上

・施工時は、必ず保護マスク・メガネ・手袋を着用。



④-１ 施工対象物確認と水拭き

確認

指で触ると
劣化塗装皮膜が
付着します。

水拭き
シッカリと、水拭きして下さい。

水拭き後のクロス
（劣化塗装膜がクロスに付きます）



④-２ “汚れ落とし”と“脱脂”

汚れ落としは

“水アカ
ストロング
クリア“

品番：00495
を使用 拭き取り後はを使用 拭き取り後は

若干、劣化塗装膜が
クロスに付着します

脱脂は

“シリコン
オフ

スプレー“
品番：09170

を使用
脱脂後、

ほとんど劣化塗装膜は
付着しません

注意！

必ず、汚れ落としクロスと脱脂クロスは
別なものを使用下さい！



④-３ 劣化塗装ツヤ復活コート剤施工

Ａ液・Ｂ液

全量混合

混合後、約２０回

缶を良く振って下さい

スポンジ、又は

ローラーへ

液剤を付けて

下さい。

全量混合

スポンジは

白い面の

全面に液剤を

タップリ

付けて下さい。

黄色い面は不可

施工ポイント

一定方向（上下）に、
１回で塗布できる様に
施工を行って下さい。
（何回も往復しない！）

↓
施工後 乾燥



⑤-１ローラー施工（大きな面積の施工）

 準備物ローラー２個・ハンドル１本は初回付属

トレイ・ネット、油注し → オレンジブック等で購入下さい

ネット

ハンドル

ローラー

トレイ

油注し

ＡＢ混合液を、上記の
“油注し”に入れ替えて下さい



⑤-２ ローラー施工

ローラーに、４～５筋
液剤を含ませて下さい

ローラーを
ネット上で、

約３０回程転がし、
ローラー全体に液剤
を馴染ませて下さい

コーティング塗布

①全体に液を
塗り拡げる

②上下に４～５回ほど
ローラーで塗り込む

③仕上げ ローラーで
下から上へ、撫でる様

に軽く仕上げる

ローラー施工ポイント！
上記の３ステップで仕上げ下さい



⑥注意事項

 塗布前の下処理（汚れ落とし・脱脂）は入念に

 液剤のＡＢ混合時、最後の１滴まで入れる

 塗布用ローラーは表面が硬くなったら交換

 液剤は使い切り及び翌日使用は使用不可 液剤は使い切り及び翌日使用は使用不可

 虫や埃に注意

 塗布直後の接触厳禁

 乾燥硬化するまで、雨・雪・霜・露に当たらない事

 必ず、保護メガネ・マスク・手袋着用

 火気厳禁



⑦様々な設置物に
施工が可能です！

施工後

未施工
施工後

施工後

施工後 施工後 施工後

未施工 未施工
施工後

未施工

施工後

未施工

未施工


